
入会案内

コンソーシアム
Research Data Ecosystem Tokai Consortium

研究データエコシステム研究データポリシー・ガイドライン策定支援

会員機関の整備状況に基づき実施
・タイプⅠ）研究データポリシー（基本方針）
・タイプⅡ）研究データポリシー（実施方針）or ガイドライン

支援期間内（約3か月）で ポリシーの策定から行動計画案の作成を支援

ルール・ガイドラインの整備

項　目 準備期間 １か月目 ２か月目 ３か月目
事前準備

ヒヤリング、意見交換など

研究データポリシー案などの作成

ポリシー案の策定過程の記録

支援対象の選定
作成支援の準備

１ ２ ３ ４

アーカイブ作業

ポリシー案・行動計画案・検討資料等の作成

#

1

2

3

4

研究データ管理推進支援

・即時オープンアクセス対応業務の標準化支援 ・FDなど講演会の講師派遣
・機関内アンケートの実施・分析支援

ノウハウ・人材の共有

名古屋大学 情報環境部情報企画課
研究データエコシステム東海コンソーシアム 事務局
〒464－8601 名古屋市千種区不老町
TEL：052－789－3689

入会要件

研究データ管理・公開・利活用の
推進に関心のある学術機関または
それに属する部署
東海地域に限定しません

入会方法

随時受付

・入会申込書をメールでお送りください
・詳細はWebサイト
（https://rdm.nagoya-u.ac.jp/
consortium）をご参照ください会　　費

不 要
※文部科学省「ＡＩ等の活用
を推進する研究データエコシ
ステム構築事業」の名古屋大
学への配分予算で運営

大学などの学術機関では、研究データの
適切な管理や利活用を促進するための環境
整備が求められています。

本コンソーシアムでは、東海地区
を中心に学術機関が相互に連携し、
研究データエコシステムの形成と
共用を目指します。

研究データ管理・利活用に有効な施策を
集積し、その普及に向けた活動を展開し
ます。

オープンサイエンス
と研究データ管理の
推進に関心のある学
術機関の皆様のご入
会をお待ちしており
ます。



概要

　研究データエコシステム東海コンソーシアムは、文部科学省「AI等の活用を推進する研究データエコシステム構築事業」に
よる支援のもと、2023年12月に設立されました。東海地域を中心とした国公私立大学、高等専門学校、研究所等の学術機関
が相互に連携し協力することで、研究データエコシステムの地域拠点を形成し、我が国の研究データ基盤の普及と発展を目指
します。情報交換会やセミナーを通して会員機関間の人的交流を
促進するとともに、研究データガバナンスに関わる人材や教材
等の共用により、会員機関における研究データマネジメント
活動をバックアップします。

活動実績

目的

　東海地域の学術機関が連携し、
研究データエコシステムの整備、
普及、利用促進を行う。

体制

会　長（会長機関代表者）

事務局（名古屋大学）　　

総　会（正会員／準会員） 運営会議（会員から選任）
・成果の集約と計画（予算を含む）の立案
・正会員または準会員から選任

・成果と計画の承認
・総会で議決権を行使

運営体制

不要会　　費

※東海地域に限定しません
・正会員：大学・研究所等の機関
・準会員：上記機関に属する部署

会　　員

2023年度～2026年度活動期間

情報交換会 課題・施策の共有

会員向けセミナー 知識・スキルの習得

研究データエコシステム東海コンソーシアム

会員 会員機関：38機関/部署（2025年10月16日現在）

（五十音順）

準会員

・愛知医科大学総合学術情報センター
・愛知学院大学　研究推進・社会連携部
・岡崎女子大学・岡崎女子短期大学 大学総務課
・金沢大学 学術メディア創成センター
・金沢大学 附属図書館
・工学院大学 学術情報センター工手の泉
・静岡社会健康医学大学院大学　事務局教務課研究支援室

・大同大学　研究・社会連携推進室
・東北大学 データシナジー創生機構
・豊田工業大学総合情報センター
・名古屋経済大学 情報センター
・名古屋産業大学・名古屋経営短期大学 図書館
・藤田医科大学 図書館
・名城大学附属図書館

正会員

・愛知教育大学
・愛知県立芸術大学
・愛知県立大学
・愛知工業大学
・愛知東邦大学
・朝日大学

・核融合科学研究所
・岐阜県立看護大学
・岐阜大学
・金城学院大学
・皇學館大学
・信州大学

・鈴鹿医療科学大学
・中京大学
・豊橋技術科学大学
・長岡技術科学大学
・名古屋工業大学
・名古屋市立大学

・名古屋大学
・浜松医科大学
・広島大学
・三重大学
・三重短期大学
・和歌山大学

会員機関の懇談会開催

セミナーの開催

支援チームの派遣

RDM資源の共用

成果の全国展開・普及

セミナー終了後、
現地参加者限定で開催。

大学等での取り組みの
現状を共有し、今後の
展開について意見交換
しています。

第1回セミナー（2023年12月6日）　※国内外の動向
・オープンサイエンスの潮流 文部科学省 林 和弘 氏
・研究データエコシステム構築事業とNII RDC 国立情報学研究所 中野 恵一 氏

第2回セミナー（2024年3月21日）　※ポリシー・ガイドライン
・個人データなどの研究データの方と理論 名古屋大学 藤田 卓仙 氏
・研究データポリシー策定の勘所 日立コンサルティング 岡山 将也 氏

第3回セミナー（2024年6月7日）　※機関リポジトリ
・名古屋大学学術機関リポジトリの運用について 名古屋大学 田中 幸恵 氏
・研究データをより見つけやすくするためのメタデータ変換と機関リポジトリへの登録
 名古屋市立大学 能勢 正仁 氏

第4回セミナー（2024年9月7日）　※データ管理計画
・研究データ管理計画（DMP）作成支援ツール
 慶應義塾 金子 康樹 氏
・研究データ管理の取り組みとDMP作成支援
 京都大学 小野 英理 氏

第6回セミナー（2025年3月4日）
・学術データポリシーとその実施方針・ガイドラインの検討状況
 金沢大学 長井 圭治 氏
・現場で考える研究データ管理とオープンアクセス対応
 東北大学 濱手 雄一郎 氏

※ルール・
　ガイドライン整備

第7回セミナー（2025年6月3日）　※研究データ管理の動向
・国内大学・研究機関による研究データ管理サービスの現状
 東京大学 南山 泰之 氏
・大学における研究データ管理の促進に向けた地域コンソーシアムの課題
 名古屋大学 松原 茂樹 氏

第5回セミナー（2024年12月3日）　※NII 研究データ基盤
・NII RDCでできる研究データ管理
 国立情報学研究所 山地 一禎 氏
・JAIRO Cloudの現状と今後：OA義務化に向けて
 国立情報学研究所 林 正治 氏
・研究データ管理状態を把握する NII RDC データガバナンス機能
 国立情報学研究所 平木 俊幸 氏
・「PIDエコシステムに関する調査報告書」の公開
 名古屋大学 青木 学聡 氏
・研究データエコシステム東海コンソーシアムの活動と展開
 名古屋大学 松原 茂樹 氏

第8回セミナー（2025年9月9日）
・大学院生と若手研究者を対象にした研究データ管理・公開支援
 千葉大学 熊﨑 由衣 氏
・オープンアクセス加速化事業の成果報告
 山梨大学 小澤 賢司 氏
・大規模な実験データの公開とFAIR化の取り組み
 核融合科学研究所 中西 秀哉 氏

※オープンアクセス
　　　　　　　加速化

トピック
支援事業の実施期間の
事例共有
会員機関の実施体制
・状況の共有
ポリシー策定の進行状況
会員機関からの質疑応答
コンソーシアムへの要望

など


